
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

」

全教員が研究授業・公開授業を行い、お互いの授業を参観しあうこと
で、授業の進め方や児童への関わり方を学びあい、授業力向上を図
る。

・研究授業・研修会での討議
・教育ｱﾝｹｰﾄ「先生は良いところを認めてくれる」
「授業中、友だちとの話しあいがある」

実践報告 年度末 ○ 〇 〇

●ICT機器の活用を進め、児童のＩＣＴ活用力を向上させる。ＩＣＴ機器
の活用を通して、個別最適な学びや協働的な学びへと、児童の学び
を進めていく。週に 3 回以上、授業で児童用パソコンを１０分以上活
用する。

・児童用パソコンの活用頻度
・児童用パソコンの活用内容と、より良い活用方
法の習得

学年交流
実践報告

８月と２月 ◎ ◎ ◎

●全ての児童が「わかった」「できた」という思いを積み重ねながら学
習活動を連続して行っていくために、児童の思いや考えを見とる学習
方法を研修していく。

・児童の気づきをみとる方法
　ノートのふりかえり、つぶやき、発言
・児童が「わかった」「できた」と感じることができ
る教師の関わり方

学年交流
校内研修

８月と２月 〇 〇 〇

自分の考えを話す場面をつくり、考えを伝え合い、高め合えるように
する。そのために、小さい集団での対話、話す目的がはっきりとした
対話、短い対話の機会を増やす。

・自分の考えを話す場面を作る学習方法
　ノートのふりかえり、つぶやき
・教育ｱﾝｹｰﾄ「授業中、友だちとの話しあいがあ
る」

学年交流
校内研修

８月と２月 △ 〇 ◎

協働的な学びを進めるために、先ず自分の考えを表現するノート指
導をめざす。そして、ノートを介した友だちとの意見交流を行うことで
自分の考えをより高め深める学習方法を研究する。

・自分の考えを表現する方法の習得
　（図や絵、文章や計算式、思考ツール等）
・友だちの考えを知り、自分の考えを練り上げる
ための学習方法

学年交流
校内研修

８月と２月 △ 〇 〇

●いじめや差別を絶対に許さないという教職員の意識を向上させる。
また、児童がお互いの存在を認めあう「人権意識」を高めあうために
協働的な取り組みを増やし、より良い集団作りをめざす。

・教職員全員で人権課題や取り組みへの意見交
流
・協働的な取り組みや集団作りの取り組み

生活アンケート 毎学期 ◎ ◎ ◎

多文化への理解を深めるために、ちがいを大切にした授業づくりの研
修を行い、様々な考えを出し合える環境を作る。

・「なんでだろう」「どうしたら一緒に解決できるの
か」と相手の立場に立って考えようとする姿が増
える。

学年交流
実践報告

年度末 ○ ○ ○

★小中一貫教育を推進し、日々の教育活動を通して自尊感情を高
め、他者を理解する気持ちや、助け合い、協力し合うことができる子
どもを育てる。

教育ｱﾝｹｰﾄ「人の気持ちがわかる人間になりた
いと思いますか」「人の役に立つ人間になりたい
と思いますか」の肯定値８０％以上

教育ｱﾝｹｰﾄ 年度末 ○ ○ ○

体を動かすことを通して、健やかな体の育成をめざす。６年間を通し
て、知識や技能がつくように、系統立てたカリキュラムを組み立てる。

・児童体育委員会による外遊びや運動の啓発
・体育授業において
　課題の解決方法の協働的解決
　体力向上につながる授業研究

学年交流
実践報告

８月と２月 ○ 〇 〇

学校給食を通じて食育を充実させ、食への関心を高める。
また、自分の健康について考える。

・給食時間の放送で食育への啓発
・児童給食委員会による、食育に関する絵本の
読み聞かせ

実践報告 毎学期 ○ 〇 〇

学校ホームページ、学校だより等を活用し、教育活動の現状や、学
校、学級での取り組みの発信に努める。

・学校ホームページの更新頻度と学校情報の発
信内容
・情報発信に伴う、学校教育への理解度向上

教育ｱﾝｹｰﾄ 年度末 ○ ○ ○

保護者、地域ボランティア等に見守りや教育活動の場に可能な範囲
で参加していただき、安全、環境、図書等への支援を受けるとともに、
学校経営への参画や学校評価への協力を受け学校改善を図る。

・可能な範囲での地域ボランティア等への協力
依頼 実践報告 年度末 ○ ○ ○

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】
中学校区におけるめざす子ども像
　　　　自分で目標を持ち、思いやりを行動に移して、豊かな人間関係が作れる子

堺市立　　城山台　　　小学校

校長　　森　一展

 令和５年度　重点目標　「子どもの笑顔を大切に、ともに学び続ける学校づくり～ み な が か が や  く城 山 小　　み な で つ く る 城 山 小 ～」
　　総合的な学力（教科学力・学びの基礎力・社会的実践力）の育成に向けて授業改善推進      	保・幼・小連携、小中一貫教育の推進を推し進め縦につながる指導体制の確立

確かな学びの現状
 令和４年度の全国学力学習状況調査では、国語・理科が堺市・全国平均を上回り、算数は堺市・全国平均とほぼ
同じ結果となった。これまでの学習の成果が表れている。
　ほとんどの児童が、友だちと協力することが楽しいと感じているが、自分と違う意見について考えることについて
は、苦手意識がある。他者の考えを認めながら自分の考えを練り上げるなど、協働的な学びを進めていく。
　また、一人ひとりの興味や理解力に合わせた学習活動を展開するために、ＩＣＴ機器の活用率を上げることが重要
と考えている。

豊かな心・健やかな体の現状
　全国学力・学習状況調査では、「いじめは、どんな理由があってもいけない」という項目では全員が、「人の役にたつ人
間になりたいと思う」ではほぼ全員が肯定的に答えている。このことから、道徳的な価値観や将来の自分像は明るく持っ
ていることがわかる。しかし、「自分には、よいところがあると思いますか」「自分の得意なことをしっていますか」という項
目では、肯定的な回答が８０％を下回る。このことから、自分に対しての肯定感を持ちきれないことがうかがえる。学校生
活の中心である学習活動を通して、自己肯定感を高めていきたい。また、「外で体を動かすことは好きですか」という項目
についても、肯定的回答が７０％程度になる。先ずは、運動に取り組もうとする気もちを育てていく。
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（●重点とする取組　★中学校区での取
組）

判断基準
（評価のものさし）

評価方法 評価時期
進捗確認

（２学期中）

達成状況(年度末)

自己評価 学校関係者評価
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　児童用タブレットを効果的に活用し、
基礎的学力を身につけるとともに、個
別最適な学びへと進めていく。また、
協働的な学びを加えることで、基礎基
本の力を基にしながら、総合的な学力
の向上を目指していく。

　研究授業を行い、学習指導方法について、研鑽

を深めることができた。

　教育ｱﾝｹｰﾄの「先生は良いところを認めてくれる」

「授業中、友だちとの話しあいがある」のいずれも、

肯定的意見が９３％である。授業を通して、自己肯

定感を育むことが成果として表れている。

　児童用パソコンの活用内容を職員間で共有する

ことで、学校全体の活用率は倍増した。

全教員が研究授業・公開授業を行い、授業の進め方
や児童への関わり方を学びあい、授業力向上に取り
組めた。教育ｱﾝｹｰﾄの「先生は良いところを認めてく
れる」「授業中、友だちとの話しあいがある」のいずれ
も、肯定的意見が９３％であることからも、授業を通し
て共に学びを深めることができた。また、ICTを活かし
た授業も今年度多く取り入れ、児童のパソコン活用
度も増し、ICT活用力も向上した。
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か
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人権尊重を基盤に、いじめや差別
を許さない学校を実現するため
に、児童の自尊感情を高め、すべ
ての児童が安心して過ごせるあた
たかい集団づくりをめざす。

　毎月の部会で、各学年の人権教育の取
り組みや、各学年の人権課題について共
有している。多文化理解へ向け、各学年
毎に啓発授業を行うため、部会で内容を
検討している。学校教育アンケートの「人
の気持ちがわかる人間になりたいと思い
ますか」「人の役に立つ人間になりたいと
思いますか」のいずれについても肯定的
意見は、９６％であった。普段の研修の
成果の表れがこの数値からも見受けられ
る。今後も他者を理解する気持ちや助け
合うことの大切さの指導を継続していく。

　　毎月の部会で、各学年の人権教育
の取り組みや、各学年の人権課題につ
いて共有し、意見交流を行ってきた。教
職員間の振り返りによって、多文化理解
の課題が減った。そのことにより、いじめ
や差別を絶対に許さないという意識のも
と、すべての人が大切にされる環境づく
りを進めることができた。日本語型教科
指導の講師を招き、指導案を部会で検
討し、教職員全体の研修を行い、より深
い学びにつながった。

　子どもの登校の様子を見ていると、学
校での生活に安心感をもっている。子
どもたちが、子どもたちなりにコミュニ
ティーを作っているが、教職員の対応
が迅速で、「先生が見てくれている」と
感じている。いじめや差別に対しての意
識づけが、きちんとされていることが感
じられる。

　学校ホームページについては、毎日更新
し、情報を発信している。学校教育アンケート
の「城山っ子だより・ホームページ等で学校に
関する情報がわかる」については、肯定的意
見が９５.７％でした。役員の方々を中心にPＴ
Ａ活動や見守り活動に取り組んでいる。今後
の状況を見て、地域との関わりに努めていき
たい。

学校ホームページ、学校だより等を活用し、教育活
動の現状や、学校の取り組みの発信に努めてきた。
学校教育アンケートから保護者の方々にも情報がよ
く分かるという結果を特にホームページでは、授業の
中身についても具体的に発信することができた。学
校教育の理解向上につながった。

　児童用パソコンを持ち帰る日が増え、自宅でもパ
ソコンを活用して調べていることが多くなった。ワー
ドやパワーポイントを利用して学習を進めていること
が分かり、ＩＣＴの活用が進んでいることが実感させ
られる。先生が子どもたちに肯定的に関わっている
ことがうかがえ、学級のアットホームな雰囲気や学
習時間の落ち着きを見ることができた。

　教育ｱﾝｹｰﾄの「授業中、友だちとの話し
あいがある」の肯定的意見が９３％であ
る。
　実際に、小さい集団での話し合いは増
えてきているが、一斉指導の割合がまだ
多い。一斉指導の割合が多いため、「わ
かった」「できた」という思いの見取りは、
今後において改善の余地がある。
　ノートの指導方法を教員で共有すること
ができた。ノートを介した意見交流の時間
をさらに増やす必要がある。

　年間、6本の研究授業を行う中で、「す
べての子どもが問題解決に向かうように
するため」の手立てを考えていくことがで
きた。また、子どもが何とかして考えを持
とうとする姿や、「わかった」「できた」と
自信をもって交流する姿が見られるよう
になってきた。
　ノート指導では、子どものノートを検証
することで、めざす子どもの姿と教師の
手立てを考えていくことができた。

　教室を回ると、子どもの座席がコの字
になっている等、子ども同士が対面しな
がら学習に取り組んでいる様子が見ら
れた。授業中、近くの席の児童がお互
いに相談し合っている場面が多く見ら
れた。お互いに助け合いながら目標に
進んでいこうとする力の育成は、知識
力や理解力があっても先が見通せない
時代だからこそ、大切な力の育成に向
かっていると感じられる。

　学校だよりに加えて、特に、学校ホームページがしっかり更新

されているので、授業や学校行事など学校の様子をよく見るこ

とができる。学校が学校内の情報を積極的に発信していること

がわかった。今年度は、桜の木の保全活動に保護者ボランティ

アを募った。多くの保護者が参加をされたことは、ＰＴＡ役員とし

ても嬉しい活動であったが、保護者参加について新しい取り組

み方を考えることができた。

校長より(年度末)
　今年度は、教職員一同で様々なことにチャレンジとチェンジに取り組んできました。特に学習活動の児童用パソコンの活用率は、飛躍的に
向上しました。児童用パソコンをただ活用するだけではく、一人で学習をしたり、友だちと協働的に学習をしたりと学習形態の進化にも取り組
んできました。協働的に学ぶことで、子どもたち同士がお互いに学び合い、認め合い、支え合うことができました。子どもたち同士が関わること
で仲間意識が芽生え、人権意識の醸成へとつながり、いじめや差別を許さない学校づくりの土台になっていくと考えています。体育や食育の
取り組みを進めながら、心と体の成長に向けた学校教育活動を進めていきたいと思います。

学校関係者評価者から(年度末)
　城山台小学校は、小規模校なので教職員から手厚く見てもらっていることを実感している。そ
のため、学校が比較的落ち着いているように感じている。アットホームな雰囲気も、保護者が安
心して子供を登校させられる一因だと思います。今年度は学校が新しいことに取り組もう、新し
いことに変わっていこうとする姿を大変多く見られました。新しいことがどんどんと表れる時代だ
からこそ、新しいことに挑戦をしていただきたいですが、伝統も大切にしながら学校教育活動を
さらに進めてほしいと思います。

体
力
向
上

スポーツに親しめる環境づくりに取り
組み、基本的な運動能力を高めるた
めの集団遊びや運動を行う機会を増
やす。学校給食を通して食育を行い、
正しい食生活や生活リズムの定着に
取り組み、体力の向上を図る。

　児童体育委員会による、ドッチビー大会
を開催し、たくさんの児童が体を使う喜び
を実感することができた。
　児童給食委員会による食育の絵本の
読み聞かせ、残食調べをしたり、美木多
小学校の栄養教諭による食育の授業を
行った。

　児童体育委員会によるドッチビー大会
や運動場の整備により、例年以上に休
み時間に外で遊び児童が多くいた。
　児童給食委員会の活動や美木多小学
校の栄養教諭に全クラス食育指導をし
ていただいた。

　休み時間になると、運動場で元気
いっぱいに遊んでいる様子から、体を
動かすことが好きだということがわか
る。スポーツ好きな子どもが多いことも
わかる。食育についても、授業時間等
を使って子どもたちがしっかり学習して
いる。

地
域
協
働
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頼
さ
れ
る
学
校

学校情報を積極的に発信するとと
もに、保護者や地域住民による学
校評価や学校経営への参画、ま
た、関係機関との連携により、学
校経営の改善を図る。


